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―湾岸・アラビア半島地域ニュース― 
UAE：ドバイ企業による海外投資       （4月 14日付エミレーツ・ビジネス紙他） 

1.ドバイ・ワールド社の対ナイジェリア投資（13日付ガルフ・ニュース紙） 

(1)ナイジェリアを訪問したドバイ・ワールド社のスルタン・ビン・スレイエム会長は、ヤ

ラドゥア・ナイジェリア大統領との間で、同国に対する鉱石、電力、港湾及び都市開発へ

の投資機会に関し会談を行った。 

 

(2)ドバイ・ワールド社は、今後数年間で対アフリカ投資に 55 億ディルハム（約 15 億米ド

ル）を投じる意図を有しており、ナイジェリアはその中の有力な投資先となる。同国の開

発投資計画には、ラゴスの新港の拡張、肥料プラント、電力セクター及びビジネス都市開

発等が含まれる。 

 

2.ドバイ・ワールド社の対コンゴ投資（14日付エミレーツ・ビジネス紙） 

(1)コンゴ共和国を訪問したドバイ・ワールド社のスルタン・ビン・スレイエム会長は、サ

ス・ンゲソ大統領との間で、同国に対する港湾及び物流施設への投資機会に関し会談を行

った。 

 

(2)会談の中でスレイエム会長は、コンゴ共和国のポイント・ノワール港の開発及び同港の

機能を補助する物流施設建設への投資機会を模索しており、ドバイのGDPの 4分の1の貢

献度を誇るジュベル・アリ経済特区をモデルとした港湾建設を行いたいとの意向を示した。 

 

3.ジュメイラ・グループによるヨルダンにおけるホテル建設（12日付ガルフ・ニュース紙） 

(1)ヨルダンの政府関係者によると、7つ星ホテルのブルジュ・アル・アラブを運営するドバ

イのジュメイラ・グループは、ヨルダンのアカバに3件のホテル建設計画を請け負う。 

 

(2)アカバと区別経済地域（Aqaba Special Economic Zone）内の、10億米ドル規模のサラヤ・

アル・アカバ（Saraya Al Aqaba）という一大観光プロジェクトの中に建設される。 

 

4.イスティスマル・ワールド・キャピタル社（IWC）の英スパ会社株式購入（エミレーツ・

ビジネス紙） 

(1)IWCは、英国の高級スパ会社であるEspa International社の株式の40％を購入した。Espa 

International社は、1993年設立のスパのデザインや管理・運営を行う会社であり、革新

的なマッサージ処置やセラピスト要請プログラム等で有名である。 

 

(2)IWCは、現在世界中で35の企業を対象に投資を行っており、総投資総額は30億米ドルを

上回る。 
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